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 恵田っ子のいのちを輝かす 

 キウイがたくさん実をつけ、恵田っ子ぶどう園のぶどうは粒が少しず

つ大きくなってきた。野菜なども順調に育ち、すでに収穫を迎えたもの

もある。雨が少ないのを心配しているが、今のところ、よいタイミング

で雨がふっている。 

 今日は、１・２年生が、校内で収穫した 

梅の実を使って梅ジュースづくりを行った。 

バケツ２杯ほどの梅がとれ、それを使った。 

かつては、校内で収穫した梅の実を売って、 

図書費にあてていたそうだ。 

 梅ジュースづくり、こういう学習ができるのは恵田小の学びのよさの

一つ。体験的であり、人や郷土とのかかわりがあり、食育の面がある。

学校で、いや、恵田小でこそできる学習である。こうした本物の学びを、

日々の教科の授業とともに大切にしていきたい。 

 来週からは７月。早いもので、１学期もあと少し。今年度も欠席する

子が少なく、今日で、授業日５５日中、欠席者なしの日が４４日を数え

た。皆出席率が８割である。たいへんうれしい。今日で、２年生は、４・

５・６月の３か月連続全員出席となった。 

 子供がいてこその学校。学校が家庭と同じように、いることが当たり

まえの場所であってほしい。これからも一人一人を大切にできる学校で

あり続けたい。子供の健康、安全、いのちを守ること、よい学びを保障

することに全力を挙げ、恵田っ子のいのちをいっそう輝かせたい。 

恵
田
っ
子
へ 

松
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文
庫
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ま
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ぜ
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こ
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庫
が
ス
タ
ー
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も
う
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（
す
こ
）
し
で
三
週
間
（
さ
ん
し
ゅ
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か
ん
）
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な
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恵
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松
風
文
庫
の
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は
、
元(
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と)

校
長(
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う
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ょ

う)

の
鈴
木
松
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ず
き
し
ょ
う
ぞ
う
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う)

先
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ま
し
た
。
本
を
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え
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と
き
に
は
、
読(

よ)

み
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か
せ
の
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そ
よ
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か
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の
会(
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」
の
み
な
さ
ん
に
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ち
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い
た
だ
き
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。
鈴
木
松
三
先
生
の
名
前(

な
ま
え)

の
一

文
字(

ひ
と
も
じ)

「
松
」
と
、
そ
よ
風
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会
の
一
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字
「
風
」

を
と
っ
て
、
「
松
風
文
庫
」
と
い
う
名
前
に
し
ま
し
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。 

松
葉(

ま
つ
ば)

の
上(

う
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を
「
風
」
を
き
っ
て
す
べ
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「
落(

お)

ち
葉(

は)

ス
キ
ー
」
を
が
ん
ば
る
恵
田
っ
子
に
ぴ

っ
た
り
だ
と
も
思(

お
も)

い
ま
す
。
斎
藤
文
庫
（
さ
い
と
う

ぶ
ん
こ
）
と
と
も
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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